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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・10/19（木）大規模災害訓練実施予定。詳細が分かり次第連絡が来ることとなっている。

・10/18（水）午後より、プラザホテルにて障害者合同面接会がある。利用者様へ案内を伝え、参加希望者を確認していくこと。
・10/4（水）13：30～立ち入り検査がある。各自、転送されたファイルを確認し、準備を進めていくこと。
[提出期限]

・10/4（水）月報
・10/9（月）経過
・10/10（火）医療福祉学会PPT 

＜グループホーム利用者様情報＞
・富田　紀子　様～9/28（木）長姉様と世話人、特定相談で保護者面談実施。今後、グループホーム以外の施設を希望した場合については、本人の希望に沿って進めて良いとのこと。また、保護者については出来ないと話しており、次姉様にその場で連絡を取って頂き、了承を得ている。今後は次姉様に保護者が変更となるが、実際には両者に連絡を取りながら進めていく予定。9/29（金）朝の訪問時に、昨日夕食後薬を忘薬したと話している。
・船場　幸子　様～お腹周りを確認すると、湿疹があるため、10/3（火）皮膚科受診予定。

・繁名　和恵　様～体調不良時リスペリドン服用で対処しているが、頭痛があった際にもリスペリドンを服用していることがあり、詳細に話を聞くと、デイケアで許可されていると話している。
　　　　　　　　　⇒デイケアでは、本人に症状とどの薬を飲むのかを尋ね、精神症状を伴う場合にはリスペリドン、精神症状がない頭痛や腹痛の場合にはロキソニンやポンタールと使い分けている。訴えと薬が合わない場合には助言することもあるが、概ね本人の選択に任せている。

・田中　一　　様～9/25（月）の診察時に、昼食後薬を忘れやすいことを主治医に相談すると、服薬カレンダーの利用を勧められている。同日処方変更あり、減薬となるが、9/28（（木）～9/30（土）には不眠の訴えが聞かれるものの、10/1（日）は眠れたと話している。同じグループホーム入居者からの情報によると、夜間遅くまで部屋で物音がしていたり、トイレに起きたりしているとのこと。また、10/1（日）に洗い物をしていて、洗剤が目に入り、眼科受診し、点眼薬処方となっている。
・古舘　ヨリ　様～9/29（金）日赤病院の糖代謝科受診している。最近は血糖も安定していることから、インスリン自己注射が8単位→6単位に変更となる。血圧が高いことについて相談すると、塩分を控えるようにとアドバイスあり。
・若松　邦生　様～朝の訪問時、ソワソワした様子があるが、多弁さは見られていない。9/29（金）に鹿内内科受診しており、その際に処方された薬と頓服薬ルーランとの飲み合わせによるものではないかと本人は話している。様子を見て落ち着かないようであれば、10/3（火）に臨時受診することも考えていく。また、合同面接会への申し込みをしているが、就職が決まった時の覚悟が出来ていない様子もあるため、併せて診察時に主治医に相談することとしている。
・村上　元道　様～外来診察時、A型就労継続支援の利用について主治医より了承を得ている。今後は移山寮特定相談員三浦氏が体験利用の調整を行っていく予定。
・大下　伸治　様～9/27（水）GH世話人が診察に同行している。就労継続支援A型「うぐいすの里」での就労を希望し、主治医より了承を得ている。ただし、施設が階上町にあり、週5回通えるだけの体力や継続力がなくてはいけないことを伝え、デイケアとの併用も検討していく。また、サービス内容の変更を伴うため、特定相談員、グループホーム世話人、デイケアで今後の方向性などについて話し合う機会を持ち、順序を追って準備できるように支援していく。
　　　　　　　　　⇒デイケアでは、9/28（木）担当スタッフと面談を行っている。就労を希望しており、仕事のブランクがあることや実績がないことを振り返り、就労継続支援B型からの利用が良いのではないかと提案しているが、就労継続支援A型「うぐいすの里」での就労を希望している。ハローワークにアンケートを提出したことを「合同面接会の申し込みをした」と話しており、就労関係のおいて正しく理解できていることが少なく、了解の悪さもある。A型を利用するにあたって週5回通えるだけの体力や継続力がなくてはいけないこと、特定相談事業所と契約を交わさなくてはいけないことを伝えている。「わかりました」と話しているが、理解できているかは不明である。グループホームの世話人にも情報提供をし、順序を追って準備できるように支援していく。

・田名部　浩平様～背部の湿疹の状態が一向に改善されないため、10/3（火）別の皮膚科を受診する予定。
・下妻　康貴　様～青明舎の原稿作成や仕事での書き物があり、大変だと話しているが、青明舎の原稿作成していて、昔のことを思い出してモヤモヤすると話しているが、やめたいとか負担に感じていると言って来ることはない。

　　　　　　　　　⇒ナイトケアでは担当スタッフと定期面談を実施している。仕事については、スタッフが辞めたことによる負担や新しいスタッフが入ったことによる環境の変化が大変とのこと。「これからどうなるかはわからないから、何とかやってくしかないかな」と話しており、無理せず仕事をしていくことと、気になることがあったらすぐ相談するよう促している。生活やナイトケアの利用については、特に問題はないとのことで「仕事とうまく分けながらやってるし、気分転換できてるから、大丈夫」と表情良く話している。問題に対処しながら仕事や生活をおくれていることを評価し、今後も継続していくよう促している。
＜利用者様情報＞

デイケア

・浅坂　政美　様～病院SWより情報提供あり、9：15三戸警察署より電話連絡がきているとのこと。睡眠剤を大量服薬し、八戸市民病院へ搬送されたとのことで、詳しい状況に関しては不明であるとのこと。先週までのデイケアでの様子について、普段通り過ごしていたこと情報提供している。その後移山寮特定相談員の三浦氏より情報提供があり、9/30（土）にヘルパーと姉様が本人と会っていたが、その際には普段通りで問題はなかったとのこと。また、兄様に状況を確認したところ、まだ目を覚ましていないが、命に別状はなく、3日ほどで退院予定とのこと。今後も関係機関と情報共有していき、対応を検討していく。
・若松　邦生　様～本日、鹿内内科医院を受診する為欠席予定であったが、受診後来所し、状態を報告している。「胸と喉が苦しい」「吸入したら良くなった」と話すが、全身の不随運動が見られており、状況を質問している。金曜日の夕方から変だったと話しており、そわそわ感があり、グループホームで「辛い、苦しい」と言いながら歩行運動をして対応していたとのこと。幻聴はなく、喉の痛みがあり、遅れた勉強を取り戻そうと眠らずに勉強したとのことで、3時間ほどしか眠れていないと話している。頓服薬のルーランを服用することで、3～4時間眠れたとのことで、眠気はないとのこと。本人の訴えを傾聴し、普段と違う状況であることを振り返ることで、次第に穏やかになり、全身の不随運動は軽減している。本日はグループホームでの休養を希望する為、何か不調を感じた際には相談することと、早めに病院受診を検討するよう促している。上記はグループホーム世話人へ情報提供している。
・下口　政子　様～本人より、先日施設に行き体験利用を行った結果の報告がある。内容は食品の梱包と配送のための分配を行ったとのことで、難しかったと話している。体験利用の結果次第で施設利用に選ばれると話していたが、今回は選ばれなかったとのこと。仕事については「今後も頑張っていきたい」と話す為、自身で考えながら努力していることを評価し、無理せず努力していくよう促している。
・松倉　健一　様～本日、八戸赤十字病院に通院する予定であったが、12時頃に来所している。来所した理由を尋ねるが答えることなく、スタッフより通院日を忘れたのか尋ねると頷いている。会話中スタッフの質問に反応がなく何度か名前を呼ぶと、ハッとした表情をしスタッフの話に反応している。空笑の頻度多く幻聴がある様子窺えるが本人は否定している。いつ通院するのか尋ねると月末と答えており、処方薬の服薬が出来ていないことが続いて状態である為、月末では遅いこと伝えると10/5（木）に通院すると話している。10/5（木）に確実に通院するよう伝え、メモに取り忘れないようにすること伝えると応じている。
デイナイトケア
・吉田　キクエ様～9/29（金）に八戸泌尿器科医院受診している。ツムラ猪苓湯エキス顆粒（朝、昼、夕1）×14日分、処方となっており、症状が改善されたら飲み切りで受診終了とのこと。本日は、排尿は近いが、痛みはないとのこと。午前中は、居眠り見られ歩行時のふらつきが見られていたため午後も引き続き居眠りや歩行時のふらつきについて観察していく。
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり、ミックスピｰナッツを購入して来ていた為、ピｰナッツは飲み込みに危険があることから禁止となっていることを伝えると大声で話し興奮した様子で立ち去り、ホ－ルで黙々と食べることがあったとのこと。本日は、健康チェックの際に、体重計への乗り降りを繰り返すこと見られており、介入すると「すいません」と話し体重計に乗ることが出来ている。

・千葉　輝夫　様～食券に名前を書く際に、書き方の説明をすると「お前がやったらいいべ」と易怒的になることが見られており、スタッフを変えて対応すると記載することが出来ている。作業療法では、他利用者に一方的に話し掛けており介入している。午後からは、女性利用者様の席隣に、椅子を持って移動しており、距離が近く背中を触れながら言葉をかけているため、スタッフ介入すると易怒的になる様子が見られているが、時間が経過するとテレビを観ている。今後も他メンバーへの接触がないか見守りをしていく。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり、失禁した衣類を押し入れに入れており、介入していたとのこと。また、昨日の16:00交換のロナセンテープを貼り替えしておらず、翌朝に気付き、コーディネーター佐藤氏に連絡、今すぐに貼るように指示があり、貼り替えしている。来所後は、水分摂取量多く、介入に対して「ほかの人にも言ってよ」と易怒的になることが見られている。12：45「帰っていい？」「デイナイトケア辞めたい」と話す。帰りたい理由を尋ねると、「別に理由はないよ」と話している。デイナイトケアの目的について説明すると、頷いている。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり、咳と喉の腫れを訴えていたとのこと。口の中の腫れに関しては、右下の歯茎に義歯が当たると痛むとのこと。本日は、声を掛けると、多弁気味に話し始めており、「咳は良くなった、右の歯茎が腫れて痛いんだよ」と話し、歯科受診してから、必要であれば内科受診をしたいと話している。食事は全量摂取できている。

＜外来情報＞

・高阪　博英　様～表情柔和。食欲が減らなくて困ると話している。栄養指導でしっかりと勉強している。アルコールはやめたままで出来ている。
・清水　泰雅　様～表情穏やか。今までは小中野のグループホームにいたが、先週金曜日から白山台の施設に移ったと話している。同居者は自分を含め4人とのこと。
・田名部　浩平様～表情穏やか。具合は良い。食事・睡眠は大丈夫と話している。明日、北村皮膚科で湿疹を診てもらう予定とのこと。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（下妻　康貴　様）
実施日：H29年10月2日（月）13：30～14：00

検討内容　目標と計画の評価

	氏名
	下妻　康貴　様
	性別
	男
	年齢
	43
	生年月日
	S48年4月20日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける　対人関係を学ぶ

病識をつける

	本人希望
	病状を崩さずに、現在の仕事と生活を維持していきたい。

	入院歴
	計2回

	通所歴
	1回目（当院ナイトケア）

· 今回：Ｈ16年12月1日～現在（月、木、金）

	その他サービス利用
	パート就労：パセリー菜（月、木、金、土）

	住居：グループホーム「あおば」
	家族構成

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金1級
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を維持する。
	①不安や困ったことを解決できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安、不満を解消しながら生活及び仕事を行っていく。不安不満の訴えがある際には傾聴し、ともに解決策を話し合っていく。また、出来ていることを積極的に評価し、出来ていないことは適切に把握出来るようフィードバックしていく。

	
	②対人交流時のストレスを軽減する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。
	②対人交流面のストレスや不安、不満がある際にはすぐに相談する。相談があった際には話を傾聴し、適切な対応が出来るようアドバイスしていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・月1回面談を行っており、仕事や生活の状況を確認している。半年程前から、体力的な問題で仕事を変えたいと話しているが、今すぐにどうにかしたいという話しは聞かれていない。本格的に考えていきたい時には、改めて相談するよう伝えている。仕事での暑さ対策や、身体不調への対処について不安を話すことがあり、都度スタッフと相談しながら対処法を行っている。仕事や生活に関する不安や困った事は、些細なことでも自分からスタッフに相談して対処方法を検討している。実行状況については一部を除き実施出来ている。

・信頼していた仕事場のスタッフが退職することについて不安を話すことがあり、対処方法を相談することがあったが、普段通りに仕事を行うことや、仕事場の職員とも相談するような対処法を提案すると、実践することが出来ている。

・達成度70%
	不安や困ったことは自分から相談しているが、些細な問題でも相談し、自分なりの対処法を実践することは少ない。今後も目標を継続し、不安や不満等の問題に対し、適切な対処法を検討しながら実践できるように関わっていく。

	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。
	・ナイトケアの特定女性メンバー以外とは、表情良く交流しており、職場内での人間関係は問題なく、良い関係が作れていると話す。

・特定女性利用者から頻繁に声を掛けられており、素っ気無く口調荒めに対応しているがトラブルは無い。「よくわからない話をしてくるから疲れる」と不満を話しており、スタッフから介入し対応できることを伝えると、「何かあった時は相談する」とのみ話している。自分から何か対処している様子はない。

・相手から食料品等を渡されることがあるが、スタッフが見ていないところで受け取っている様子。本人からやり取りに関する話しは聞かれていない。

・達成度60%
	対人交流面において、特定女性利用者への対処をしておらず、不満を訴えることがある。今後も目標と計画を継続し、対人交流面での不満を解消することができるよう対応方法を一緒に検討しながら関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を維持する。
	①不安や困ったことを解決できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安、不満を解消しながら生活及び仕事を行っていく。不安不満の訴えがある際には傾聴し、ともに解決策を話し合っていく。また、出来ていることを積極的に評価し、出来ていないことは適切に把握出来るようフィードバックしていく。

	
	②対人交流時のストレスを軽減する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②対人交流面のストレスや不安、不満がある際にはすぐに相談する。相談があった際には話を傾聴し、適切な対応が出来るようアドバイスしていく。


